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仏
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仏
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三
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真
宗
義
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本
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仏
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問
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姐

第
一
節
江
戸
則
宗
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お
け
る
仏
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節
本
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仏
性
貯
定
、
否
定
の
検
討

結
論
文
末
註

参
考
文
献序

ラ';d、

両聞

拙
論
で
は
、
真
宗
義
に
お
い
て
「
一
切
衆
生
悉
有
仏
性
」
と
い
う
一
言
説
が
ど

の
よ
う
に
解
釈
さ
れ
て
い
る
か
を
問
題
と
し
て
い
る
。
如
来
蔵
思
想
・
仏
性
の

研
究
者
で
あ
る
高
崎
瓜
道
氏
に
よ
れ
ば
、
仏
性
と
は
仏
の
本
質
を
示
す
場
合
と
、

一O
O

百
勺

漫

大

文

①
 

仏
に
な
る
可
能
性
を
示
す
場
合
が
あ
る
と
さ
れ
る
。
そ
も
そ
も
仏
性
思
想
と
は
、

も
と
は
如
来
蔵
思
想
に
始
ま
る
。
『
如
来
蔵
経
』
に
お
い
て
「
如
是
善
男
子
。

②
 

一
切
衆
生
有
知
来
戴
」
と
述
べ
ら
れ
、
『
大
般
浬
繋
経
』
(
以
下
『
浬
繋
経
』
と

@
 

称
す
る
)
に
お
い
て
も
「
言
我
今
亦
有
悌
性
。
有
経
名
円
如
来
秘
議
。
」
と
あ

る
よ
う
に
、
『
浬
繋
経
』
の
仏
性
思
想
は
『
如
来
誠
経
』
に
山
米
す
る
も
の
で

あ
る
。
そ
し
て
こ
の
『
浬
繋
経
』
に
お
い
て
、
初
め
て
「
一
切
衆
生
悉
有
仏

性
」
と
い
う
大
乗
り
言
説
が
説
か
れ
る
。
で
は
、
こ
の
一
切
衆
生
に
仏
性
が
有

る
と
は
ど
う
い
っ
た
状
態
か
、
具
体
的
に
そ
の
仏
性
と
は
何
を
示
す
か
が
問
題

で
あ
る
。

『
況
繋
経
』
に
お
い
て
仏
性
の
語
意
は
多
種
に
わ
た
る
。
そ
れ
ら
の
仏
性
が

④
 

あ
た
か
も
衆
生
に
内
在
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
説
か
れ
る
が
、
『
浬
繋
経
』
に

お
い
て
は
衆
生
に
仏
性
が
悉
有
で
あ
る
と
い
う
状
態
は
、
決
し
て
衆
生
に
仏
性

が
本
来
か
ら
あ
る
と
い
う
怠
昧
で
は
な
い
。
先
行
研
究
に
お
い
て
も
指
摘
さ
れ

る
こ
と
で
あ
る
均
、
『
浬
繋
一
位
』
に
お
け
る
二
切
衆
生
悉
有
仏
性
」
と
い
う

状
態
と
は
、
決
し
て
仏
性
と
い
う
固
定
的
な
も
の
が
本
来
か
ら
衆
生
に
有
る
わ

け
で
は
な
く
、
む
し
ろ
有
る
無
い
の
執
着
を
離
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
教
示
し
て



⑥
 

い
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
大
乗
仏
教
に
お
い
て
は
、
衆
生
に
仏
性
が
本
来
か
ら
有
る
と
い
う

こ
と
は
通
説
に
な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
実
大
乗
で
あ
る
華
厳
宗
で
は
、
心
の

一
法
を
指
し
真
如
仏
性
を
白
性
清
浄
心
と
し
、
心
が
万
有
の
本
体
で
あ
り
、
諸

法
は
心
を
離
れ
て
あ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
と
し
て
、
衆
生
に
本
有
仏
性
が
あ

⑦
 

る
と
す
る
。
天
台
宗
に
お
い
て
は
正
囚
仏
性
(
す
べ
て
の
も
の
が
本
来
か
ら
具
え

て
い
る
真
如
の
理
)
了
凶
仏
性
(
真
如
を
照
ら
す
智
慧
)
縁
凶
仏
性
(
智
慧
を
起

こ
す
為
の
普
恨
功
徳
・
行
)
を
説
き
、
そ
れ
ら
三
囚
仏
性
が
円
融
し
相
互
関
係

に
あ
る
と
い
う
仏
性
説
を
立
て
る
。
天
台
宗
に
お
い
て
も
こ
の
よ
う
に
本
有
の

仏
性
を
認
め
て
い
旬
。
権
大
乗
の
法
相
宗
で
は
、
理
仏
性
(
す
べ
て
の
衆
生
に

理
仏
性
を
あ
ら
わ
す
た
め
の
行
仏
性
(
各
人
が

阿
頼
耶
識
中
に
蔵
す
る
成
仏
の
凶
と
な
る
無
漏
種
子
)
を
説
き
、
行
仏
性
が
な
い

も
の
は
理
仏
性
を
あ
ら
わ
す
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
、
五
姓
各
別
に
も
と
づ

⑨
 

き
仏
性
説
を
説
く
。
こ
の
よ
う
に
権
実
共
に
大
乗
仏
教
で
は
、
主
に
真
如
仏
性

が
衆
生
に
本
来
か
ら
有
る
と
い
う
こ
と
が
通
説
で
あ
る
。

具
わ
っ
て
い
る
真
如
の
理
)
と
、

親
鷲
の
仏
性
観
は
『
教
行
信
託
』
、
『
浄
土
利
讃
』
『
唯
信
紗
文
怠
』
、
『
見
附

集
』
、
『
大
般
泥
禦
経
要
文
』
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
『
教
行
信
証
』
に
お
い

て
説
か
れ
る
仏
性
と
は
ほ
と
ん
ど
が
『
浬
繋
経
』
引
文
で
あ
り
、
『
浄
土
和

讃
』
、
『
唯
信
紗
文
意
』
の
仏
性
は
『
教
行
信
証
』
に
準
ず
る
も
の
で
あ
る
。
そ

の
こ
と
に
よ
っ
て
、
『
況
繋
経
』
の
仏
性
思
想
を
受
容
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。
そ
の
結
果
、
親
鴛
は
仏
性
を
信
心
仏
性
と
真
知
仏
性
に
趣
を
お
い
て
解
釈

し
て
い
る
。

真
宗
仏
性
義
再
考

し
か
し
、
大
乗
仏
教
通
説
の
仏
性
思
想
と
真
宗
教
義
と
は
相
容
れ
な
い
も
の

が
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
衆
生
に
本
来
か
ら
真
知
仏
性
の
存
在
を
認
め
た
な
ら

ば
、
真
宗
教
義
の
中
核
を
な
す
他
力
救
済
が
助
縁
と
な
り
、
真
宗
教
義
が
意
味

を
も
た
な
く
な
る
。
そ
の
一
方
で
そ
れ
を
無
視
し
た
な
ら
ば
、
真
宗
教
義
は
大

乗
仏
教
の
枠
組
み
か
ら
は
ず
れ
る
こ
と
に
な
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
来
か
ら
衆
生
に
真
如
仏
性
が
有
る
と
い
う
大
乗
仏
教
の
通

説
と
、
真
宗
教
義
の
仏
性
観
を
如
何
に
し
て
全
通
す
る
か
が
課
.
旭
と
な
る
。

江
戸
期
宗
学
に
お
い
て
、
衆
生
に
本
有
の
仏
性
を
肯
定
す
る
か
否
か
の
議
論

が
あ
る
。
そ
の
論
点
は
、
親
驚
の
文
に
お
い
て
、
衆
生
に
通
途
の
仏
性
観
と
同

じ
く
し
て
本
有
の
真
如
仏
性
が
存
在
す
る
と
兄
ら
れ
る
文
と
、
否
定
す
る
文
と

が
あ
る
た
め
で
あ
る
。
そ
の
た
め
や
は
り
問
題
と
な
る
こ
と
は
、
衆
生
に
本
有

の
真
如
仏
性
を
認
め
る
か
否
か
で
あ
る
。

江
戸
期
の
宗
学
の
論
争
に
伴
い
、
近
年
の
先
行
研
究
で
は
多
大
な
研
績
が
械

ま
れ
て
き
た
。
そ
こ
に
お
い
て
問
題
と
な
る
こ
と
は
、
真
如
仏
性
が
衆
生
に
本

米
か
ら
あ
る
と
は
、
衆
生
と
弥
陀
の
真
如
が
い
か
に
結
合
す
る
か
と
い
う
問
題

で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
真
如
仏
性
を
得
る
と
い
う
こ
と
は
、
信
心
を
獲
得
せ

し
め
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
か
ら
、
本
有
仏
性

と
は
信
心
獲
得
の
可
能
性
が
本
米
か
ら
衆
生
に
は
あ
る
か
丙
か
と
い
う
問
題
で

あ
る
。拙
論
の
最
終
的
な
問
題
意
識
は
、

以
上
の
先
行
研
究
に
お
け
る
、
本
有
仏
性

の
肯
定
説
、
否
定
説
を
決
着
さ
せ
る
こ
と
に
あ
る
。
近
年
の
先
行
研
究
で
は
そ

れ
ぞ
れ
、
江
戸
期
の
宗
学
に
対
し
て
の
雑
点
を
示
す
こ
と
は
あ
る
が
、
そ
れ
を

。



解
釈
し
た
近
年
の
先
行
研
究
に
対
し
て
難
点
を
述
べ
る
こ
と
は
極
端
に
少
な
い
。

そ
の
た
め
、
改
め
て
真
宗
義
に
お
け
る
本
有
仏
性
の
問
題
を
再
考
す
る
こ
と
が

拙
論
の
発
揮
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
親
矯
の
仏
性
観
の
一
々
を
検
討
し
、
そ
の
独

自
性
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
の
う
え
で
、
江
戸
期
か
ら
近
年
の
先
行
研
究
で
問

題
と
さ
れ
る
本
有
仏
性
の
問
題
を
考
察
す
る
。

本
論第

二
章

親
驚
の
仏
性
観

第
一
節
『
教
行
信
証
』
に
お
け
る
仏
性
観

『
教
行
信
証
』
に
お
け
る
仏
性
に
関
す
る
文
は
、
全
部
で
十
三
箇
所
に
及
ぶ
。

今
、
そ
れ
ら
の
文
と
簡
潔
な
要
旨
を
列
挙
す
れ
ば
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

A
、
「
教
巻
」
『
述
文
讃
』
引
文
、
釈
尊
は
常
住
不
変
な
る
真
如
仏
性
を
具
え
て

⑪
 

い
る
。

B
、
「
行
巻
」
「
一
乗
海
釈
」
『
浬
繋
経
』
引
文
、
仏
性
と
は
一
乗
で
あ
る
。
無

。

明
に
よ
っ
て
仏
性
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

c、
「
信
巻
」
「
至
心
釈
」
『
浬
一
繋
一
経
』
引
文
、
仏
性
は
真
実
で
あ
旬
。

D
、
「
信
巻
」
「
信
楽
釈
」
『
浬
繋
経
』
引
文
、
仏
性
は
四
無
量
心
・
大
信
心
・

⑬
 

一
子
地
で
あ
る
。

E
、
「
信
巻
」
「
逆
誘
摂
取
釈
」
『
浬
柴
経
』
引
文
、
阿
閣
世
の
為
に
担
禦
に
入

ら
な
い
。
こ
の
「
為
」
が
仏
性
で
あ
る
。
煩
悩
に
よ
っ
て
仏
性
を
見
る
こ

と
が
で
き
な
ゆ

。

F
、
「
具
仏
土
巻
」
「
真
仏
土
釈
」
『
浬
繋
経
』
引
文
、
仏
性
は
如
来
・
浬
繋
・

⑮
 

無
尽
・
決
定
・
阿
梼
多
羅
三
義
三
菩
提
で
あ
る
。

G
、
「
真
仏
土
巻
」
「
真
仏
土
釈
」
『
浬
繋
経
』
L

引
文
、
仏
性
は
無
為
・
常
・
虚

⑬
 

空
で
あ
り
、
醍
醐
の
如
く
警
え
る
。

H
、
「
真
仏
土
巻
」
「
真
仏
土
釈
」
『
浬
繋
経
』
引
文
、
仏
性
は
浬
繋
・
如
来
・

⑪
 

無
磯
で
あ
る
。

ー
、
「
真
仏
土
巻
」
「
真
仏
土
釈
」
『
浬
繋
経
』
引
文
、
仏
性
は
虚
空
で
あ
り
、

⑬
 

衆
生
は
未
来
に
仏
性
を
見
る
。

J
、
「
真
仏
土
巻
」
「
真
仏
土
釈
」
『
浬
般
市
経
』
引
文
、
如
来
の
知
諸
根
力
に
よ

⑮
 

っ
て
、
犯
四
重
禁
、
作
五
逆
罪
、
一
閑
提
等
に
も
仏
性
が
あ
る
。

K
、
「
真
仏
土
巻
」
「
真
仏
土
釈
」
『
浬
繋
経
』
引
文
、
如
来
に
は
三
種
の
説
法

が
あ
る
。
衆
生
は
煩
悩
に
覆
わ
れ
て
い
る
た
め
、
仏
性
を
見
る
こ
と
が
で

@
 

き
な
い
。

L
、
「
真
仏
土
巻
」
「
真
仏
土
釈
」
『
浬
繋
経
』
引
文
、
仏
性
は
一
切
覚
者
で
あ

@
 

る
。
仏
性
を
見
る
こ
と
に
つ
い
て
は
二
種
あ
る
。

M
、
「
兵
仏
土
巻
」
「
真
仏
土
決
釈
」
臼
釈
の
文
、
仏
性
は
本
願
力
に
よ
っ
て
安

@
 

楽
仏
同
で
見
る
。

『
唯
信
紗
文
忠
』
に
お
け
る
仏
性
観

親
鳴
の
仏
性
観
が
最
も
あ
ら
わ
れ
て
い
る
の
が
、
『
唯
信
紗
文
意
』
「
極
楽
無

為
浬
繋
界
」
に
関
す
る
文
で
あ
る
。
本
書
は
真
蹟
本
、
書
写
本
を
合
わ
せ
る
と

多
数
存
在
す
る
。
そ
れ
ら
は
奥
書
を
も
と
に
、
五
系
統
に
分
け
る
こ
と
が
で
き

第
二
節



@
 
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
は
奥
書
の
年
代
に
相
違
が
あ
る
た
め
、
『
唯
信
紗
文
意
』

の
製
作
年
次
を
正
確
に
判
別
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
特
に
、
正
嘉
元
年
(
西
暦

一
二
五
七
年
)
八
月
九
日
の
奥
書
を
も
っ
書
写
本
に
関
し
て
は
他
の
諸
本
と
は

興
を
な
し
、
文
が
大
き
く
改
訂
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
為
、

ど
の
書
本
に
よ
っ
て

本
文
を
解
釈
す
る
か
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

門
川
徹
真
氏
は
、
そ
の
論
に
お
い
て
以
上
の
五
本
を
比
較
し
、
正
嘉
元
年
本

@
 

こ
そ
が
最
も
親
驚
の
主
張
が
な
さ
れ
て
い
る
と
提
言
す
る
。
こ
の
門
川
氏
の
提

言
に
反
し
て
、
梅
林
久
高
氏
は
、
四
度
に
わ
た
っ
て
書
き
写
さ
れ
た
諸
本
す
べ

て
が
親
驚
の
本
意
で
あ
る
と
反
論
し
、
正
嘉
元
年
本
に
限
っ
て
親
騰
の
真
意
の

@
 

正
当
性
を
認
め
る
べ
き
で
は
な
い
と
し
て
い
る
。
両
者
と
も
そ
の
意
見
に
相
違

は
あ
る
が
、
書
写
本
を
も
親
鷲
の
真
意
で
あ
る
と
す
る
見
解
で
あ
る
。
筆
者
の

見
解
と
し
て
は
真
蹟
本
が
存
在
す
る
限
り
、
本
書
は
そ
れ
に
依
拠
す
る
べ
き
で

あ
る
と
考
え
る
が
、
ま
ず
は
、
書
写
本
と
真
蹟
本
の
仏
性
に
関
す
る
文
を
比
較

す
る
。
な
お
比
較
す
る
書
本
は
、
『
浄
聖
全
』
二
巻
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
康
元

二
年
(
凶
.
惜
一
二
五
七
年
)
親
鴛
八
十
五
歳

正
月
二
十
七
日
奥
州
日

津
市
専

修
寺
蔵
真
蹟
本
と
、
正
嘉
元
年
(
西
暦
二
一
五
七
年
)
、
親
驚
八
十
五
歳

九
日
奥
書
諸
家
蔵
古
写
本
で
あ
る
。

以
上
の
二
本
を
比
較
す
る
と
、
「
方
州
民
法
身
の
誓
願
を
信
楽
す
る
」
と
い
う

文
に
つ
い
て
は
、
真
蹟
本
、
正
嘉
元
年
本
も
と
も
に
、
後
の
阿
弥
陀
仏
の
二
種

八
月

法
身
に
続
く
文
で
あ
る
と
見
て
間
違
い
な
い
の
で
、
こ
こ
で
そ
の
怠
昧
自
体
に

相
違
は
な
い
。
こ
こ
で
問
題
点
と
な
る
の
は
、
草
木
国
土
悉
皆
成
仏
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
親
驚
は
、

は
た
し
て
草
木
国
土
に
も
仏
性
を
も
認
め
て
い
る
の
か
。

真
宗
仏
性
義
再
考

拙
論
で
参
考
に
す
る
『
唯
信
紗
文
意
』
の
書
簡
を
選
択
す
る
た
め
、
ま
ず
は
こ

の
思
想
を
検
討
す
る
。

@
 

先
行
研
究
に
お
い
て
は
親
鴛
の
非
情
成
仏
を
肯
定
的
に
見
る
傾
向
が
強
い
。

こ
れ
ら
の
先
行
研
究
に
お
い
て
、
有
情
や
非
情
に
成
仏
を
認
め
る
根
拠
は
以
下

の
通
り
で
あ
る
。

-
『
大
阿
弥
陀
経
』
に
お
い
て
蛸
飛
嬬
動
の
類
に
も
弥
陀
の
光
明
は
行
き
渡
る

@
 

こ〉』。

-
『
唯
信
紗
文
意
』
「
能
令
瓦
燦
変
成
金
」
の
文
に
お
い
て
非
情
成
仏
が
述
べ
ら

@
 

れ
て
い
る
こ
と
。

-
『
本
典
、
』
「
信
巻
」
「
信
一
念
釈
」
『
聞
持
記
』
引
文
に
お
い
て
、
屠
拾
の
下
類

@
 

す
ら
も
成
仏
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
。

-
顕
知
日
『
問
主
に
草
木
と
人
聞
が
同
質
と
さ
れ
て
い
る
こ
句
。

-
『
浄
土
和
讃
』
「
讃
阿
弥
陀
仏
偽
讃
L

「
清
風
宝
樹
を
ふ
く
と
き
は
i
」
、
「
一

@
 

一
の
は
な
の
な
か
よ
り
は

i
L
の
文
が
あ
る
こ
と

こ
れ
ら
の
根
拠
か
ら
み
て
、
蛸
飛
嬬
動
の
類
や
屠
治
の
下
類
と
い
う
よ
う
な

有
情
に
は
、
少
な
か
ら
ず
成
仏
の
可
能
を
認
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
、
非
情
に
関
し
て
は
肯
定
し
き
れ
な
い
。
『
唯
信
紗
文
意
』
「
能
令
瓦
磯

変
成
金
」
の
文
に
関
し
て
い
え
ば
、
こ
の
文
は
決
し
て
非
情
成
仏
に
関
し
て
述

べ
た
文
で
は
な
い
。
石
が
金
に
変
わ
る
が
ご
と
く
、
衆
生
も
仏
に
な
る
と
い
う

比
喰
で
あ
る
。
ま
た
、
『
浄
土
和
讃
』
に
お
い
て
も
、
こ
の
文
は
浄
土
の
荘
厳

相
を
表
現
し
た
に
す
ぎ
な
い
文
で
あ
る
。
ま
た
、
顕
知
日
『
問
書
』
も
正
当
な
根

拠
と
し
て
は
不
十
分
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
『
唯
伝
紗
文
怠
』
正
嘉
本
も
顕

一0
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@
 

智
の
書
写
本
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
顕
智
に
よ
っ
て
加
点
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
結
果
、
正
嘉
本
に
は
非
情
成
仏
の
岡
山
忽
が
混
在
す
る
可
能
性
も
否
め
な
い
。

そ
も
そ
も
顕
智
に
非
情
成
仏
を
肯
定
す
る
思
想
が
あ
っ
た
た
め
に
書
写
本
に
も

非
情
成
仏
が
述
べ
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
も
で
き
る
。
そ
の
た
め
、
親
驚
に
お
い

て
非
情
成
仏
の
可
能
性
を
強
く
肯
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

以
上
の
検
討
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
拙
論
で
は
康
元
二
年
(
西
肘
一
二
五
七

年
)
正
月
二
十
七
日
の
奥
書
を
も
っ
書
本
を
参
考
に
す
る
。
な
お
、
康
元
二
年

(
西
暦
一
二
五
七
年
)
正
月
十
一
日
の
奥
書
を
持
つ
真
蹟
本
と
で
は
、
文
字
に
多

@
 

少
の
相
違
は
あ
る
が
、
文
の
意
味
に
相
違
は
な
い
。

@
 

こ
れ
ら
の
文
の
要
旨
を
い
え
ば
、
ま
ず
浬
換
の
転
釈
と
し
て
法
身
・
法
性
・

真
知
に
続
き
仏
性
が
挙
げ
ら
れ
、
す
な
は
ち
如
来
と
し
て
結
ぼ
れ
て
い
る
。
こ

の
仏
性
が
衆
生
の
心
へ
遍
満
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
心
に
一
切
衆
生
を
救

済
す
る
と
い
う
信
心
を
起
こ
し
て
弥
陀
は
誓
販
を
建
立
し
た
の
で
あ
る
。
よ
っ

て
後
の
文
に
も
「
こ
の
信
楽
は
衆
生
を
し
て

1
大
慈
大
悲
心
な
り
。
信
心
す
な

わ
ち
仏
性
な
り
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
信
心
も
仏
性
で
あ
る
こ
と
が
述

べ
ら
れ
、
仏
性
は
ま
た
法
性
、
法
身
で
あ
る
と
再
度
転
釈
さ
れ
、
二
種
法
身
へ

と
文
が
展
開
す
る
。

こ
こ
で
の
問
題
点
は
、
仏
性
が
浬
般
市
の
転
釈
と
し
て
出
さ
れ
、
そ
れ
が
衆
生

の
心
へ
遍
満
し
て
い
る
と
い
う
文
で
あ
る
。
こ
の
文
を
そ
の
ま
ま
解
釈
す
れ
ば
、

衆
生
に
本
来
か
ら
真
如
が
遍
在
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
他
力
義
と
は
い
え
な

く
な
る
。
そ
の
た
め
、
以
下
に
親
鴬
の
真
如
観
に
つ
い
て
検
討
し
、
「
微
塵
世

界
に
み
ち
み
ち
た
ま
へ
り
」
と
い
う
文
を
い
か
に
解
釈
す
る
か
を
考
察
す
る
。

一O
四

第
三
節

親
駕
の
真
如
観

親
驚
に
お
け
る
真
如
に
関
す
る
文
は
、
浬
繋
の
転
釈
と
し
て
真
如
が
用
い
ら

れ
る
場
合
が
多
い
。
よ
っ
て
、
今
は
そ
れ
ら
の
文
に
焦
点
を
あ
て
、
親
驚
の
真

如
観
を
考
察
す
る
。
特
に
「
証
巻
」
「
真
実
証
釈
」
冒
頭
の
自
釈
を
中
心
に
し

て
、
そ
の
他
同
じ
く
浬
繋
の
転
釈
に
関
す
る
文
が
あ
る
『
浄
土
文
類
来
紗
』
、

『
唯
信
紗
文
意
』
と
の
比
較
を
行
う
。
な
お
、
親
機
は
犯
繋
の
転
釈
に
関
わ
る

語
句
に
つ
い
て
詳
し
い
説
示
が
な
い
。
そ
の
た
め
検
討
を
行
う
に
あ
た
り
、
多

@
 

く
の
先
行
研
究
に
依
拠
し
た
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
こ
と
わ
っ
て
お
き
た
い
。

「
証
巻
」
「
真
実
証
釈
」
に
お
い
て
浬
繋
の
転
釈
は
、
「
至
ニ
減
度
叩
是
-
」
と

い
う
文
か
ら
始
ま
り
、
常
楽
、
畢
克
寂
滅
、
無
上
浬
襲
、
無
為
法
身
、
実
相
、

一
知
と
い
う
か
た
ち
で
転
釈
が
行
わ
れ
て
い
る
。

法
性
、
真
如
、

ま
た
、
『
教
行
信
託
』
「
証
巻
」
の
浬
繋
の
転
釈
と
『
浄
土
文
類
来
紗
』
と
で

@
 

は
転
釈
の
詩
句
に
相
違
が
兄
ら
れ
る
。
こ
の
う
ち
、
利
他
教
化
地
の
果
と
畢
党

平
等
身
が
加
え
ら
れ
て
い
る
が
、
文
そ
の
も
の
に
特
に
違
い
が
で
る
わ
け
で
は

な
い
。
利
他
教
化
地
と
は
減
度
に
お
い
て
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
果
体
で
あ
る

泥
繋
の
転
釈
と
示
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
無
為
は

-M滅
平
等
の
法
で
あ
る
た
め
、

即
是
畢
党
平
等
身
と
示
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
『
唯
信
紗
文
意
』
に
は
安
楽

と
あ
る
が
(
『
浄
聖
全
』
二
、
七

O
一
頁
)
、
こ
れ
は
安
楽
界
、
す
な
わ
ち
浄
土

を
示
す
。

以
上
を
分
類
す
る
と
、
常
楽
・
安
楽
・
畢
党
寂
滅
・
無
常
浬
繋
・
大
混
然
と

は
所
証
の
境
界
で
あ
り
、
・
無
為
法
身
・
畢
党
平
等
身
と
は
能
証
身
で
あ
り
、
実

相
法
性
・
真
如
・
一
如
と
は
所
顕
理
と
な
る
。
こ
れ
ら
が
転
釈
と
し
て
用
い
ら



れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
意
凶
す
る
と
こ
ろ
は
、
こ
れ
ら
は
能
所
円
融
し
て

@
 

い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
浬
繋
や
法
身
、
真
知
が
円

融
し
て
い
る
こ
と
は
、
真
理
が
普
遍
す
る
こ
と
な
く
常
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

換
言
す
れ
ば
、

そ
れ
は
真
如
の
理
、
担
繋
の
徳
を
そ
な
え
た
弥
陀
の
法
身
が
常

住
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
、
『
唯
信
紗
文
怠
』
に
は
浬
繋
の
転
釈
と
し
て
仏
性
が
あ
り
、
『
教
行

信
証
』
、
『
浄
七
文
類
取
水
紗
』
に
も
同
じ
く
浬
般
市
の
転
釈
が
説
示
さ
れ
な
が
ら
も
、

仏
性
の
語
は
な
い
と
い
う
問
題
点
が
あ
る
。
こ
の
問
題
点
を
私
見
す
れ
ば
、

『
教
行
信
証
』
と
『
浄
土
文
類
緊
紗
』
の
文
で
は
「
煩
悩
成
就
凡
夫
」
と
あ
り

@
 

凡
不
が
往
生
し
て
い
く
所
と
A

説
示
さ
れ
、
凡
不
が
主
語
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の

一
方
で
『
唯
信
紗
文
意
』
で
は
、
「
極
楽
無
為
浬
繋
界
」
と
い
う
よ
う
に
仏
側

に
赴
き
が
お
か
れ
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
こ
で
い
わ
れ
る
真
如
仏
性

と
は
仏
の
所
見
で
い
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
衆
生
に
と
っ
て
、
法
身
と
は

「
い
ろ
も
な
し
、

か
た
ち
も
ま
し
ま
さ
ず
。
し
か
れ
ば
、
こ
こ
ろ
も
お
よ
ば
れ

ず
、
こ
と
ば
も
た
へ
た
り
。
」
で
あ
る
。
そ
の
た
め
「
こ
の
如
来
、
微
塵
世
界

に
み
ち
み
ち
た
ま
へ
り
、
す
な
わ
ち
一
切
群
生
心
な
り
」
と
い
う
状
態
も
、
仏

側
か
ら
見
て
衆
生
の
心
へ
遍
満
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

ト
結

組
驚
の
仏
性
観
は
二
種
あ
る
。
一
つ
は
信
心
仏
性
、
も
う
一
つ
は
真
如
仏
性

で
あ
る
。
ま
ず
、
こ
の
真
如
仏
性
と
は
『
教
行
信
証
』
の

F
、
G
、
H
、
『
唯

信
紗
文
意
』
の
注
般
市
の
転
釈
に
お
い
て
説
か
れ
た
仏
性
で
あ
る
。
換
一
守
一
目
す
れ
ば

真
宗
仏
性
義
再
考

法
身
常
住
と
し
て
の
仏
性
で
あ
る
。
こ
の
仏
性
は
二
章
三
節
で
述
べ
た
通
り
、

衆
生
の
心
へ
遍
満
し
て
い
る
と
は
い
っ
て
も
、
そ
れ
は
仏
の
所
見
で
述
べ
ら
れ

る
の
で
あ
る
。
事
実
、

F
、
G
、
H
の
文
に
お
い
て
も
、
そ
こ
で
は
真
如
仏
性

の
体
性
を
述
べ
る
の
み
で
、

そ
こ
に
ご
切
衆
生
悉
有
仏
性
L

と
い
う
一
言
説
は

述
べ
ら
れ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
無
明
煩
悩
に
覆
蔽
せ
ら
れ
て
衆
生
に
は
此
土

で
あ
ら
わ
す
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る

(
B
、
E
、
K
)
。
こ
の
真
如
仏
性

を
見
せ
し
め
る
、
ま
た
は
得
さ
し
め
る
た
め
に
、
仏
は
「
一
切
衆
生
窓
有
仏

性
」
と
宣
説
す
る

(
K
)
。
知
米
は
知
諸
根
力
を
も
ち
あ
わ
せ
、
衆
生
に
真
如

仏
性
を
見
せ
し
め
る
こ
と
が
で
き
る

(
J
)
。
そ
の
見
せ
し
め
る
川
と
な
る
の

が
信
心
と
し
て
の
仏
性
で
あ
る

(
B
の
弘
願
法
、

C
の
回
向
利
益
他
の
真
実
心
、

D
の
四
無
量
心
と
大
信
心
、

E
の
大
悲
心
、
『
唯
信
紗
文
意
』
の
信
心
仏
性
)
。
こ
の

信
心
仏
性
に
よ
っ
て
、
衆
生
は
正
定
策
に
つ
・
さ
¥
真
如
仏
性
を
見
る
こ
と
、
得

る
こ
と
が
決
定
す
る
の
で
あ
る

(L)
。
そ
し
て
、
浄
土
往
生
し
て
真
如
仏
性

を
眼
兄
す
る
の
で
あ
る

(
I
、
M
)
。
そ
れ
と
同
時
に
一
子
地
の
位
を
得
る
の

で
あ
る

(
D
)
。

以
上
の
よ
う
に
親
鴬
の
仏
性
観
に
は
信
心
仏
性
と
真
如
仏
性
が
あ
る
。
そ
れ

因
と
果
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
果
と
は
真
如
仏
性
と
一
子

ら
は
ま
た
、

地
で
あ
る
。
信
心
仏
性
も
弥
陀
側
か
ら
い
え
ば
果
で
あ
り
、
そ
れ
は
衆
生
を
救

済
す
る
化
用
で
も
あ
る
。
衆
生
に
と
っ
て
は
そ
の
信
心
仏
性
が
困
で
あ
る
。

従
米
、
親
驚
の
仏
性
観
は
、
天
台
宗
の
三
凶
仏
性
や
法
相
宗
の
二
仏
性
に
該

@
 

当
さ
せ
考
察
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
研
究
方
法
は
妥
当
と

は
い
え
な
い
。
そ
も
そ
も
親
鴛
の
仏
性
観
と
は
弥
陀
の
廻
向
に
よ
っ
て
解
釈
さ

一O
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れ
る
信
心
仏
性
と
、
仏
の
所
見
で
解
釈
さ
れ
る
真
知
仏
性
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
衆
生
に
真
如
仏
性
が
本
来
か
ら
あ
る
と
は
い
っ
て
も
、
そ
れ
は
機
辺

で
語
る
べ
き
こ
と
で
は
な
く
、
全
て
仏
側
で
い
う
べ
き
こ
と
な
の
で
あ
る
。
そ

う
い
っ
た
意
味
で
衆
生
に
は
本
来
か
ら
真
如
仏
性
が
あ
る
と
い
う
見
解
が
現
段

階
で
の
筆
者
の
立
場
で
あ
る
。

で
は
、
こ
の
仏
の
所
見
の
真
知
仏
性
と
は
い
か
な
る
意
義
が
あ
る
の
か
。
ま

た
、
先
述
の
ご
と
く
大
乗
仏
教
の
通
説
で
は
、
仏
性
思
想
と
は
衆
生
に
本
来
か

ら
何
か
固
定
的
な
も
の
を
認
め
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
親
嬬
独

自
の
仏
性
観
は
、
一
見
す
れ
ば
そ
の
枠
組
み
か
ら
は
ず
れ
る
こ
と
に
な
る
。
親

嶋
自
身
「
浄
土
真
宗
は
大
乗
の
な
か
の
至
極
な
り
」
(
『
真
聖
全
』
二
、
七
七
九
)

と
い
う
。
と
す
れ
ば
、
仏
性
忠
想
が
本
来
か
ら
衆
生
に
有
る
と
い
う
通
説
に
対

し
て
、
何
ら
か
の
答
え
を
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
に
加
え
て
、
た
と

え
親
鳴
が
直
接
に
仏
性
と
い
う
語
を
用
い
て
い
な
く
て
も
、
和
讃
等
に
は
衆
生

に
本
来
か
ら
真
如
仏
性
を
認
め
る
文
や
否
定
す
る
文
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
問
題

を
解
決
す
る
べ
く
、
以
ド
三
章
に
お
い
て
、
江
戸
期
宗
学
と
近
年
の
先
行
研
究

を
参
考
に
し
、
あ
ら
た
め
て
綿
密
に
真
宗
仏
性
義
を
検
討
し
た
い
。

第
三
章

真
宗
義
に
お
け
る
本
有
仏
性
の
問
題

江
戸
期
宗
学
に
お
い
て
問
.
題
と
な
る
こ
と
は
、
通
途
の
本
有
仏
性
、
換
言
す

れ
ば
本
有
の
真
如
仏
性
と
、
他
力
義
に
お
け
る
仏
性
を
い
か
に
全
通
す
る
か
に

あ
っ
た
と
い
え
る
。
そ
の
本
有
仏
性
を
否
定
す
る
説
と
は
、
本
有
の
仏
性
を
肯

定
す
る
こ
と
は
聖
道
門
所
談
で
い
わ
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
を
他
力
義
に
転

一O
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用
し
た
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
信
心
こ
そ
が
真
宗
で
諮
ら
れ
る
仏
性
で
あ
る
と

す
る
。
真
如
と
は
弥
陀
の
修
顕
を
指
し
、
一
切
万
象
に
は
遍
満
し
て
い
る
が
、

そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
弥
陀
の
所
領
で
あ
る
と
限
定
す
る
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、

機
辺
に
は
仏
性
を
語
る
こ
と
を
許
さ
ず
、
衆
生
は
ど
こ
ま
で
も
無
有
出
離
之
縁

一
方
で
本
有
肯
定
説
は
、
真
知
仏
性
を
認
め
る
と
は
い
つ

と
す
る
の
で
あ
る
。

て
も
、
衆
生
は
煩
悩
具
足
な
る
が
ゆ
え
、
真
如
を
全
う
じ
て
無
明
と
な
る
も
の

で
あ
る
か
ら
、
本
有
と
い
っ
て
も
そ
れ
は
隠
れ
て
あ
る
こ
と
や
、
無
い
も
の
と

同
意
で
あ
る
と
す
る
。
つ
ま
り
、
真
如
を
認
め
た
と
し
て
も
そ
の
功
徳
は
認
め

な
い
の
で
あ
る
。

本
有
仏
性
を
肯
定
す
る
説
、
ま
た
は
否
定
す
る
説
と
は
い
っ
て
も
、
ど
ち
ら

も
他
力
義
に
よ
っ
て
成
仏
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
各
々
の
説
を
主
張
す
る
。

故
に
い
く
ら
本
有
仏
性
を
肯
定
す
る
と
は
い
っ
て
も
、
そ
れ
は
本
有
仏
性
を
い

か
に
他
力
義
に
全
通
す
る
か
と
い
う
苦
心
か
ら
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

こ
こ
で
、
拙
論
の
問
題
点
を
改
め
て
述
べ
て
お
こ
う
。
序
論
で
述
べ
た
通
り

大
乗
の
通
説
と
さ
れ
る
本
有
の
真
知
仏
性
と
は
華
厳
、
天
台
に
お
い
て
は
衆
生

@
 

と
仏
の
差
別
な
く
生
仏
一
如
を
指
す
こ
と
を
い
う
。
親
矯
に
お
い
て
の
真
如
観

と
は
、
「
こ
の
如
来
微
塵
世
界
に
み
ち
み
ち
た
ま
へ
り
、
す
な
わ
ち
一
切
群
生

海
の
心
な
り
」
(
『
浄
聖
全
』
二
、
七

O
二
)
と
い
う
よ
う
に
、
仏
の
所
見
で
い

う
の
で
あ
る
。
真
如
仏
性
を
顕
現
す
る
の
は
浄
土
往
生
し
た
後
で
あ
る
。
仏
の

所
見
で
あ
る
た
め
「
悲
歎
述
懐
和
讃
」
「
罪
業
も
と
よ
り
か
た
ち
な
し

妄
恕

傾
倒
の
な
せ
る
な
り

」
の
世
は
ま
こ
と
の
ひ

心
性
も
と
よ
り
き
よ
け
れ
ど

と
ぞ
な
き
」
(
『
浄
聖
全
』
二
、
五
二
四
頁
)
と
い
う
和
讃
も
、

「
罪
業
は
本
来
無



自
性
で
あ
る
、
そ
れ
が
顛
倒
し
て
衆
生
に
お
い
て
は
罪
業
に
な
る

所
見
の
真
如
遍
満
に
よ
っ
て
衆
生
の
心
は
清
浄
と
い
え
る
が
、
衆
生
は
煩
悩
に

よ
っ
て
そ
れ
が
わ
か
ら
な
い
、
よ
っ
て
こ
の
世
は
ま
こ
と
の
ひ
と
は
い
な
い
の

本
来
は
仏

で
あ
る
」
と
解
釈
す
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
本
有
否
定
説
が
根
拠
と
す
る

「
信
巻
」
「
至
心
釈
」
の
ご
切
群
生
海
、
向
ニ
従
無
始
戸
」
来
乃
至
今
日
至
ニ
今

時
一
様
悪
汚
染
無
ニ
清
浄
心
一
虚
仮
諮
偽
無
ニ
真
実
心
-
(
『
浄
聖
全
』
二
、
八

O

頁
)
と
い
う
文
も
衆
生
の
側
か
ら
い
え
ば
、
本
来
か
ら
真
実
心
な
し
と
い
う
こ

と
が
で
き
る
。

そ
も
そ
も
、
通
途
の
真
知
仏
性
と
、
真
宗
義
に
お
い
て
語
ら
れ
る
真
知
仏
性

の
意
義
は
違
う
。
華
厳
で
衆
生
の
心
を
真
如
仏
性
と
し
、
そ
の
心
が
全
て
の
本

質
で
あ
る
と
す
る
の
で
、
こ
こ
で
い
わ
れ
る
真
如
仏
性
も
諸
法
の
体
で
あ
る
O

K
台
に
お
い
て
も
真
知
の
理
と
し
て
仏
と
差
別
な
く
一
如
で
あ
る
か
ら
、
本
来

か
ら
仏
の
本
質
と
し
て
の
仏
性
が
衆
生
に
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
と
す

れ
ば
、
大
乗
仏
教
に
お
い
て
「
一
切
衆
生
悉
有
仏
性
」
と
い
う
言
説
は
、
真
如

仏
性
が
衆
生
に
お
い
て
い
か
な
る
意
義
を
J

む
つ
か
と
い
う
衆
生
の
本
質
の
問
題

に
な
る
。

真
宗
に
お
い
て
は
、
真
如
仏
性
は
法
身
常
住
で
あ
り
、
ま
た
そ
れ
は
仏
の
所

見
で
あ
る
。
衆
生
に
と
っ
て
は
、
信
心
を
因
と
し
て
浄
土
往
生
後
に
真
如
仏
性

と
い
う
巣
を
得
る
。
真
宗
義
に
お
い
て
衆
生
の
質
の
問
題
と
は
、
い
か
に
し
て

真
如
仏
性
を
得
る
か
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
信
心
を
因
と
し
て
得
る
の
で
あ
る
か

ら
、
こ
の
問
題
は
必
然
的
に
衆
生
に
本
来
か
ら
獲
信
し
え
る
可
能
性
が
あ
っ
た

か
ど
う
か
と
い
う
問
題
に
な
る
。
衆
生
に
お
い
て
仏
に
な
る
可
能
性
の
有
無
が

真
宗
仏
性
義
再
考

問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
江
戸
期
ま
た
は
近
年
の
先
行
研
究
に
お
い
て
、
本
有

仏
性
肯
定
説
、
否
定
説
に
対
し
て
難
点
を
示
せ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。

.
否
定
説
に
対
し
て

-
本
有
仏
性
を
認
め
な
け
れ
ば
大
乗
仏
教
の
通
説
か
ら
は
ず
れ
る
こ
と
0

・
「
悲
歎
述
懐
和
讃
」
「
非
業
も
と
よ
り
か
た
ち
な
し

心
性
も
と
よ
り
き
よ
け
れ
ど

妄
恕
願
倒
の
な
せ
る
な

こ
の
世
は
ま
こ
と
の
ひ
と
ぞ
な
き
」

(
『
浄
聖
全
』
二
、
五
二
四
頁
)
の
和
讃
を
如
何
に
解
釈
す
る
か
。

-
因
果
思
想
に
よ
れ
ば
、
無
か
ら
有
を
生
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
成
仏
で
き

る
の
は
、
衆
生
に
悶
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

肯
定
説
に
対
し
て

-
本
有
仏
性
を
肯
定
す
れ
ば
、
弥
陀
の
本
願
他
力
が
助
縁
と
な
り
、
絶
対
他
力

の
救
済
と
は
い
え
な
い
の
で
は
な
い
か

-
「
信
巻
」
「
至
心
釈
二
切
群
生
海
、
自
ニ
従
無
始
-
い
]
来
乃
至
今
H
至
ニ
今
時
一

機
感
汚
染
無
ニ
清
浄
心
一
虚
仮
諮
偽
無
二
真
実
心
こ
(
『
真
聖
全
』
二
、
八

O

頁
)
の
文
を
い
か
に
解
釈
す
る
か
。
衆
生
は
ど
こ
ま
で
も
無
有
出
離
之
縁
で

あ
る
。

筆
者
は
こ
の
問
題
に
関
し
て
、
衆
生
に
は
本
来
か
ら
獲
信
の
可
能
性
が
あ
っ

た
と
す
る
本
有
仏
性
肯
定
説
が
妥
当
な
も
の
で
あ
る
と
す
る
の
で
あ
る
が
、
ま

ず
は
そ
の
反
対
意
見
と
な
る
本
有
否
定
説
を
検
討
す
る
。

近
年
の
先
行
研
究
に
お
い
て
、
こ
の
否
定
説
に
立
つ
の
は
桐
渓
順
忍
恥
と
騰

@
 

瑞
夢
氏
で
あ
る
。
桐
渓
氏
は
、
道
振
が
無
自
性
仏
性
説
を
説
き
な
が
ら
も
、
仏

知
見
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
衆
生
の
立
場
か
ら
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
と
す
る

一O
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怠
関
は
何
か
と
い
う
問
い
を
出
す
。
そ
れ
は
、
真
如
縁
起
の
思
想
で
あ
る
、
無

か
ら
有
を
生
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
悶
栄
律
に
立
つ
も
の
で
あ
る
と
す

る
。
つ
ま
り
、
無
白
性
仏
性
説
は
、
因
果
的
な
立
場
か
ら
み
て
、
衆
生
に
は
獲

信
の
可
能
性
が
あ
っ
た
か
ら
救
済
が
成
立
す
る
も
の
で
あ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
桐
渓
氏
は
、

因
果
に
は
自
由
性
の
因
果
が
あ
り
、
真
知
縁
起
も
仏
道
修

行
に
よ
っ
て
一
切
衆
生
の
成
仏
の
可
能
性
を
説
く
た
め
に
用
い
た
論
理
で
あ
る

と
い
晴
、
最
終
的
に
は
本
有
仏
性
の
問
題
と
は
主
体
性
の
問
題
で
あ
る
と
す
る
。

そ
の
た
め
桐
渓
氏
は

し
た
が
っ
て
、
こ
の
問
題
の
解
決
の
基
礎
に
な
る
も
の
は
、
救
済
の
主
体

性
を
仏
に
お
く
か
衆
生
に
お
く
か
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て

l
略
l
救
済
成
立
の
主
体
性
の
問
題
に
な
れ
ば
、
宗
祖
は
常
に
如
来
を
主

体
的
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
『
教
行
信
証
』
の
他
力
趨
向
の
思
想
、
弟
子

一
人
も
持
た
な
い
と
の
思
想
な
ど
で
も
明
確
な
こ
と
で
あ
り
、
し
か
も
、

宗
祖
の
思
想
展
開
か
ら
見
て
も
、
如
来
の
願
力
の
広
大
さ
が
い
よ
い
よ
強

く
、
機
の
罪
悪
が
い
よ
い
よ
深
く
な
っ
て
来
て
い
る
の
で
、
浄
土
教
思
想

⑪
 

の
展
開
と
し
て
の
帰
趣
は
自
ら
明
ら
か
で
あ
ろ
う

と
い
う
よ
う
に
、
本
有
否
定
の
立
場
を
取
る
。

騰
瑞
夢
氏
は
、
桐
渓
氏
と
は
遠
い
よ
り
直
接
的
に
本
有
肯
定
説
を
批
判
し
、

仏
性
忠
恕
そ
の
も
の
が
仏
の
葱
悲
に
よ
る
利
他
行
で
あ
る
と
し
て
、
本
有
否
定

の
立
場
を
取
る
。
僧
叡
の
説
で
あ
る
、
本
有
を
認
め
そ
れ
が
衆
生
に
あ
っ
て
は

仏
性
は
あ
れ
ど
も
真
を
全
う
じ
て
妄
と
な
り
了
り
、
た
だ
無
明
の
み
あ
っ
て
そ

@
 

れ
を
本
有
の
性
を
役
立
た
せ
な
い
こ
と
。
義
山
の
説
で
あ
る
、
本
有
の
仏
性
に

一O
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は
牽
果
の
府
全
く
な
し
、
無
明
に
覆
わ
れ
て
あ
れ
ど
も
無
き
に
同
じ
、
強
い
て

@
 

い
う
な
ら
ば
信
心
の
一
分
の
縁
と
す
る
こ
と
に
対
し
て
、
如
来
の
名
願
力
は
結

局
本
有
の
性
を
開
顕
す
る
増
上
縁
と
な
り
、
絶
対
他
力
の
救
済
と
は
い
え
な
く

@
 

な
る
と
す
る
。

ま
た
、
本
有
の
仏
性
を
肯
定
し
つ
つ
、
そ
の
仏
性
が
単
に
理
と
し
て
真
如
と

い
う
の
み
に
非
ず
、
真
如
と
は
無
自
性
で
あ
る
と
し
、
理
談
は
要
に
非
ず
、
実

理
は
覆
う
べ
か
ら
ず
と
き
に
は
語
る
こ
と
は
あ
れ
共
、
そ
れ
は
唯
如
来
の
知
日
ん

す
る
と
こ
ろ
の
み
を
さ
す
道
振
に
対
し
て
も
批
判
を
す
る
。
浄
土
門
で
も
一
切

衆
生
に
無
自
性
と
い
う
理
談
を
も
っ
て
仏
性
を
解
釈
し
て
い
る
の
で
、
縁
他
力

の
難
が
あ
て
は
ま
り
、
名
願
力
独
用
の
本
旨
が
あ
て
は
ま
ら
な
い
と
い
う
の
で

あ
句
。
さ
ら
に
無
自
性
な
る
が
故
に
因
縁
次
第
で
仏
に
成
り
得
る
可
能
性
を
も

っ
て
い
る
た
め
、
機
に
成
仏
の
可
能
性
、
手
が
か
り
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
し
、
機
の
深
伝
で
あ
る
無
有
山
離
之
総
と
は
い
え
な
い
と
い
う
批
判
も
加

@
 

え
る
。騰
氏
は
以
上
の
批
判
を
加
え
、
本
有
否
定
説
の
正
当
性
を
主
張
す
る
。
そ
の

主
張
と
は
、
『
如
来
蔵
経
』
や
『
浬
繋
経
』
を
含
む
、
一
切
衆
生
悉
有
仏
性
の

基
本
的
意
趣
と
は
、
本
来
か
ら
衆
生
に
仏
と
な
る
囚
種
を
認
め
る
こ
と
で
は
な

く
、
仏
の
大
悲
心
に
よ
っ
て
衆
生
の
成
仏
が
成
就
せ
し
め
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る

と
す
旬
。
そ
し
て
、
結
論
と
し
て
本
有
肯
定
説
に
対
し
て

機
の
深
信
に
三
世
一
円
一
っ
て
無
有
出
離
之
縁
と
い
わ
れ
、
取
柄
な
し
と
い
う

こ
と
は
い
え
な
く
な
り
、
浄
土
真
宗
の
立
場
、
安
心
に
違
背
す
る
こ
と
と

な
る
。
こ
の
よ
う
な
衆
生
の
徹
底
的
無
力
が
返
っ
て
絶
対
他
力
の
救
済
の



生
起
す
る
所
以
と
な
れ
る
も
の
で
、
・
本
願
力
と
は
衆
生
に
仏
性
が
な
い
と

い
う
こ
と
が
も
と
に
な
っ
て
衆
生
に
仏
性
を
成
ぜ
し
め
、
可
能
性
な
き
も

の
を
可
能
な
ら
し
め
、
往
生
成
仏
す
べ
か
ら
ざ
る
者
を
し
て
仏
果
を
円
満

せ
し
め
る
と
い
う
力
川
を
発
揮
す
る
と
こ
ろ
に
、
超
世
の
本
願
の
不
可
忠

議
方
便
力
の
妙
趣
が
存
す
る
の
で
あ
る
。

と
述
べ
、
本
有
否
定
の
立
場
を
取
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
本
有
仏
性
を
否
定
す
る
立
場
の
先
行
研
究
の
主
張
を
要
約
す
れ
ば
、

衆
生
は
ど
こ
ま
で
も
無
有
出
離
之
縁
で
あ
り
、
弥
陀
の
願
力
に
よ
っ
て
の
み
衆

生
は
救
済
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
能
伝
の
可
能
性
す
ら
も
弥
陀
に
よ
っ
て
賜
る

も
の
で
あ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
本
有
否
定
説
に
対
し
て
村
上
速
水
氏
は
、
本
有
肯
定
の
立
場
を
取
る
。

氏
は
否
定
説
に
対
し
て
、
礎
信
の
可
能
性
す
ら
も
弥
陀
に
限
定
す
る
と
す
る
な

ら
ば
、
そ
の
弥
陀
性
は
い
か
に
遍
満
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
ま
た
弥
陀
に
限

定
す
れ
ば
、
不
了
仏
判
と
い
う
事
態
は
あ
り
え
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
反

論
を
出
向
。
ま
た
、
否
定
説
が
最
も
根
拠
と
す
る
こ
と
は
九
夫
の
罪
悪
性
で
あ

り
、
・
無
有
山
山
離
之
紋
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
獲
信
後
の
状
態
で
あ
り
、
論

理
が
逆
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

本
具
仏
性
否
定
説
の
人
々
が
、
そ
の
論
拠
と
し
文
証
す
る
の
は
、
機
の
深

伝
を
示
す
「
無
有
出
離
之
縁
」
の
語
で
あ
り
、
あ
る
い
は
宗
祖
の
「
清
浄

の
心
な
く
真
実
の
心
な
し
」
の
語
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
以
っ
て
真
宗
の
人

間
観
と
し
、
議
論
は
そ
こ
か
ら
出
発
し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
重
大
な

誤
謬
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
は
じ
め
普
導
の
「
散
善
義
」
に
説
か
れ
、

真
宗
仏
性
義
再
考

宗
祖
に
も
忠
実
に
う
け
つ
が
れ
た
機
の
深
信
は
、
信
心
の
内
存
と
し
て
の

一
側
面
で
あ
り
、
法
の
深
信
と
一
具
の
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
信

心
獲
得
|
如
来
と
衆
生
と
の
結
合
、
と
い
う
事
態
が
成
立
し
た
上
で
、
は

じ
め
て
あ
ら
わ
に
さ
れ
た
人
聞
の
相
が
、
無
有
出
離
の
機
で
あ
っ
た
。
と

す
れ
ば
、
無
有
出
離
の
機
と
い
う
こ
と
は
、
何
ら
廻
向
受
容
の
可
能
性
と

し
て
の
仏
性
を
否
定
す
る
言
葉
と
は
な
ら
な
い
。
信
心
獲
得
と
い
う
事
態

が
成
立
し
た
か
ら
こ
そ
、
無
ト
何
出
離
の
機
で
あ
る
こ
と
が
領
下
で
き
た
の

@
 

で
あ
る

以
上
の
折
摘
は
、
本
有
否
定
説
が
桜
拠
と
す
る
論
に
対
し
て
的
を
射
た
も
の

で
あ
る
。
桐
渓
氏
、
騰
氏
は
共
に
本
有
肯
定
説
に
対
し
て
、
因
果
の
道
理
や
、

本
有
の
仏
性
を
廻
向
受
容
の
一
分
の
縁
と
す
る
こ
と
は
他
力
義
が
成
り
立
た
な

い
と
す
る
。
し
か
し
、
村
上
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
制
向
受
容
の
可
能
性
す
ら

も
弥
陀
に
認
め
た
と
す
れ
ば
、
不
了
仏
智
と
い
う
状
態
も
弥
陀
に
よ
っ
て
生
じ

る
も
の
と
な
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
弥
陀
の
本
願
力
は
衆
生
を
救
済
す
る

た
め
の
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
衆
生
に
疑
心
を
も
生
じ
さ
せ
る
た
め
の
も
の
と

な
る
の
で
は
な
い
か
。
ま
し
て
や
、

以
ニ
仏
願
力
-
五
逆
之

h
f十
悪
-
罪
減
得
ν
生
。
議
法
・
附
提
同
心
皆
往
」

(
『
浄
聖
全
』

一
二
九
頁
)

と
い
う
文
や
、

一
言
ニ
海
-
者
従
ニ
久
遠
-
じ
来
転
ニ
凡
聖
所
修
雑
修
雑
議
口
川
水
一
転
ニ
逆
誘
閑
提

恒
沙
無
明
海
水
J

成
二
本
願
大
悲
知
目
慧
真
実
恒
沙
万
徳
大
宝
海
水
-

(
『
浄
型
全
』
二
、
五
五
頁
)

一O
九



と
い
う
文
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
も
と
も
と
あ
っ
た
廻
向
受
容
の
可
能
性

が
煩
悩
性
に
な
り
お
わ
っ
て
い
る
衆
生
が
弥
陀
の
本
願
力
に
よ
っ
て
同
心
せ
し

め
ら
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。
一
切
衆
生
悉
有
仏
性
と
い
う
言
説
と
は
如
来
の
利
他
行
で

あ
る
と
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
主
張
の
妥
当
性
を
窺
う
た
め
に
は
、
如
来
蔵

ま
た
、
騰
氏
は
、

思
想
を
根
本
的
に
見
直
す
必
要
が
あ
る
。
よ
っ
て
こ
の
問
題
の
検
討
は
他
日
を

期
す
る
ほ
か
な
い
。
し
か
し
、
騰
氏
が
救
済
成
立
を
弥
陀
に
限
定
し
、
無
有
出

離
之
縁
を
も
っ
て
本
有
肯
定
を
否
定
す
る
こ
と
は
、
先
述
し
た
よ
う
に
根
拠
と

は
な
ら
な
い
。

筆
者
は
、
以
上
の
よ
う
に
村
上
氏
の
意
見
に
賛
同
す
る
も
の
と
し
、
衆
生
に

は
本
米
か
ら
獲
得
の
可
能
性
が
あ
る
と
す
る
本
有
肯
定
説
が
妥
当
で
あ
る
と
す

ヲ
匂
。

土
ロ
ム
岡

'e品
小
差
“
ロ

真
宗
義
に
お
い
て
、
一
切
衆
生
悉
有
仏
性
と
は
二
面
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て

お
き
た
い
。
そ
れ
は
、
信
心
仏
性
と
真
如
仏
性
で
あ
る
。
従
来
畳
間
わ
れ
る
が
ご

と
く
親
驚
が
仏
性
の
語
を
用
い
て
、
最
も
言
わ
ん
と
す
る
こ
と
は
信
心
仏
性
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
因
種
の
義
で
あ
る
。
弥
陀
回
向
の
信
心
に
よ
っ
て
、
一
切
衆

生
が
平
等
に
救
済
さ
れ
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
が
第
一
の
面
で
あ

る
次
に
は
、
真
如
仏
性
で
あ
る
。
大
乗
仏
教
の
仏
性
観
に
お
い
て
、
悉
有
仏
性

と
は
本
来
か
ら
衆
生
に
仏
性
た
る
固
定
的
な
も
の
が
内
在
し
て
い
る
か
の
よ
う

一一
O

に
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
そ
れ
に
準
じ
な
け
れ
ば
親
鳴
の
仏
性
観
は

大
乗
仏
教
の
枠
組
み
か
ら
は
ず
れ
る
と
し
、
江
戸
期
か
ら
近
年
の
先
行
研
究
に

至
る
ま
で
議
論
が
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
内
容
は
、
衆
生
に
本
来
か
ら
真
如
仏
性

が
有
る
か
否
か
の
議
論
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
本
有
の
仏
性
を
認
め
る
認
め

な
い
と
は
い
っ
て
も
、
両
者
は
正
し
く
祖
文
を
解
釈
し
、
弥
陀
の
本
願
他
力
に

よ
っ
て
救
済
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
は
何
ら
疑
問
の
余
地
を
は
さ
ま
な
い
。
む
し

ろ
、
祖
意
を
正
し
く
解
釈
し
、
な
お
か
っ
そ
の
組
文
に
は
、
本
有
の
仏
性
を
認

め
る
か
の
よ
う
な
文
と
、
否
定
し
て
い
る
か
の
よ
う
な
文
が
あ
る
か
ら
こ
そ
議

論
が
生
じ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
こ
の
問
題
は
生
仏
一
如
を
真

宗
義
に
お
い
て
い
か
に
解
釈
す
る
か
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
加
来
と
衆
生
の
結

合
い
か
に
成
立
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
れ
は
衆
生
の
本
質
の

問
題
で
あ
る
。
廻
向
受
容
の
可
能
性
が
本
来
か
ら
衆
生
に
あ
っ
た
か
否
か
の
問

題
で
あ
る
。

本
有
否
定
説
が
主
張
す
る
よ
う
に
、
も
し
信
心
獲
得
が
全
て
弥
陀
性
遍
満
に

よ
っ
て
成
立
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
不
了
仏
智
す
ら
も
弥
陀
に
よ
る
も
の
で
あ
る

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
本
有
仏
性
否
定
説
が
根
拠
と
す
る
無
有
出
離
之

縁
は
、
信
心
獲
得
後
に
お
い
て
信
知
で
き
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
本
有
否
定
の

根
拠
と
は
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
、
衆
生
に
は
本
来
か
ら
廻
向
受
容
の
可
能
性

が
あ
っ
た
と
み
る
本
有
仏
性
肯
定
説
こ
そ
が
妥
当
で
あ
る
。
こ
の
本
来
か
ら
廻

向
受
容
の
可
能
性
が
有
る
、
と
い
う
本
有
仏
性
を
肯
定
す
る
こ
と
が
第
二
の
両

で
あ
る
。

以
上
、
親
驚
に
お
い
て
解
釈
さ
れ
て
い
る
悉
有
仏
性
観
と
は
、
信
心
と
い
う



因
が
衆
生
に
廻
向
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
一
切
衆
生
が
救
済
さ
れ
て
い
く
こ
と

を
主
題
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
大
乗
仏
教
の
通
説
と
さ
れ
て
い
る
悉

有
仏
性
を
他
力
義
と
全
通
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
衆
生
に
お
け
る
廻
向
受
存
の

可
能
性
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
い
え
ば
、
衆
生
に
は
本
来
か
ら
仏
性
が
有
る
と

い
う
こ
と
が
で
き
、
仏
に
な
る
可
能
性
を
ひ
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
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真

実
教
行
証
文
類
光
融
資
録
』
(
所
収
『
真
宗
全
書
』
二
四
巻
、
一
二
九
1
一
三

O
)
、
芳
英
『
教
行
信
証
集
成
記
』
(
所
収
『
真
宗
全
書
』
三
二
巻
、
三
七
i
三
九

頁
)
、
僧
叡
『
教
行
信
託
文
類
随
聞
記
』
(
所
収
『
真
宗
全
書
』
二
六
巻
、
二
ハ
六

1
一
七

O
頁
)
、
善
譲
『
顕
浄
土
真
実
教
行
証
文
類
敬
信
記
』
(
所
収
『
真
宗
全

書
』
三

O
巻
、
二
八
七

1
二
八
八
頁
)
円
月
『
本
典
仰
信
録
』
(
所
収
『
真
宗
叢

書
』
七
巻
、
二

O
五
頁
)
、
赤
沼
知
日
善
・
山
辺
習
学
『
教
行
信
証
講
義
信
託
の

巻
』
、
九
七
八
頁

@
『
浄
型
全
』
二
、
二
六
五
頁

@
赤
沼
知
同
議
日
・
山
辺
朋
円
学
『
教
行
信
託
講
義
信
託
の
巻
』
九
七
六
頁

@
「
証
巻
」
『
浄
聖
全
』
二
、
二
ニ
三
頁
、
『
浄
土
文
類
衆
紗
』
、
『
浄
聖
全
』
二
、

二
五
六
頁

@
普
賢
大
闘
「
親
驚
聖
人
の
仏
性
論
に
つ
い
て
」
(
『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
四
一

一
)
道
振
『
真
宗
仏
性
弁
講
述
』
(
所
収
、
『
真
宗
全
書
』
五
二
、
三
三
六

1
三
三

七
頁
)

⑩
た
だ
し
、
厳
慌
に
い
え
ば
、
全
宇
山
・
法
界
は
す
べ
て
こ
れ
如
来
と
い
う
県
海

の
大
川
で
あ
り
、
一
つ
と
し
て
如
米
の
法
身
の
外
に
出
る
も
の
は
な
い
と
い
う
事

厳
宗
の
〈
性
起
〉
と
、
衆
生
の
う
ち
に
は
仏
と
な
る
可
能
性
も
あ
れ
ば
、
地
獄
に

お
ち
る
可
能
性
も
あ
る
天
台
宗
の
〈
性
具
〉
と
で
相
違
が
あ
る
。
(
参
考
、
尚
崎

直
道
『
如
来
蔵
思
想
・
仏
性
論
I
』
八
七
頁
、
『
講
座
・
仏
教
思
想
』
第
三
巻
、

一
三
五

1
一
三
六
頁
)

⑪
桐
渓
順
忍
、
『
救
済
の
論
理
』
三
七
八

1
三
八
二
頁

⑫
騰
瑞
夢
『
真
宗
仏
性
論
決
揮
』
二
四
六
頁
i
二
四
八

⑬
桐
渓
順
忍
、
『
救
済
の
論
理
』
三
七
九
1
三
八

O
頁

⑪
桐
渓
順
忍
、
『
救
済
の
論
理
』
、
三
八
一
l
三
八
二
頁

⑬
『
本
典
述
問
』
三
巻
三
三
丁
、
(
本
文
は
村
上
速
水
「
真
宗
教
学
史
に
お
け
る

仏
性
論
義
の
回
顧
と
問
題
点
」
八
五
頁
か
ら
転
用
)

⑬
『
真
宗
百
題
啓
蒙
』
、
所
収
『
真
宗
叢
古
一
一
』
、
四
九
九
.
艮

@
騰
瑞
夢
『
真
宗
仏
性
論
決
探
』
二
阿
三
頁

⑬
騰
瑞
夢
『
真
宗
仏
性
論
決
探
』
二
四
四
l
二
四
五
頁

⑬
騰
瑞
夢
『
真
宗
仏
性
論
決
樺
』
二
四
五
一
良

@
騰
瑞
夢
『
真
宗
仏
性
論
決
樺
』
二
四
六

i
二
四
七
頁

⑪
村
上
速
水
「
真
宗
教
学
史
に
お
け
る
仏
性
論
義
の
回
顧
と
問
題
点
L

(

『
龍
谷
大

学
論
集
』
四
O
閥
、
九
九
頁
)

@

同

前

【
参
考
文
献
】

小
川
一
釆
『
さ
と
り
と
す
く
い
担
繋
続
を
税
む
』
春
秋
社
、
二

O
O三
年

櫛
超
慧
日
『
担
繋
経
』
平
楽
寺
井
肱
一
九
八
一
年

横
超
慧
日
『
浬
繋
経
と
浄
土
教
』
平
楽
寺
書
匝
一
九
八
一
年

高
崎
直
道
『
仏
性
と
は
何
か
』
法
蔵
館
一
九
八
五
年

平
川
彰
・
高
崎
直
道
・
梶
山
雄
一
『
講
座
大
乗
仏
教
6

一
九
八
二
年

高
崎
直
道
『
如
来
蔵
思
想
・
仏
性
論
』
春
秋
社

如
来
蔵
思
想
』
春
秋
社

二
O

一O
年



高
崎
直
道
『
如
来
雌
思
想
の
形
成

I
』
春
秋
社
二

O
O九
年

神
子
上
恵
龍
『
真
宗
学
の
根
本
問
題
』
永
田
文
回
目
堂
一
九
六
二
年

普
賢
大
岡
『
真
宗
忠
忽
史
』
明
治
書
院
一
九
四
二
年

普
賢
大
凶
『
真
宗
学
の
諸
問
題
』
.
白
華
苑
一
九
六
九
年

桐
渓
順
忍
『
救
済
の
論
理
』
教
育
新
潮
社
一
九
八
二
年

村
上
晩
H
舛
『
真
宗
仏
性
論
の
研
究
』
永
田
文
H

口
堂
一
九
七
七
年

騰
瑞
夢
『
真
宗
仏
性
論
決
探
』
永
同
文
H
H
堂

二

O
O
一
年

村
上
通
明
『
唯
心
紗
文
意
論
考
上
巻
』
中
外
日
報
社
出
版
局
一
九
九
九
年

村
上
通
明
『
唯
心
紗
文
意
論
考
下
巻
』
中
外
H
報
社
出
版
局
一
九
九
九
年

稲
城
選
忠
『
救
済
成
立
の
場
良
仏
土
巻
の
存
在
理
山
に
つ
い
て
』
法
雄
館
一
九

八
八
年

足
野
一
正
豊
「
信
心
仏
性
の
成
立
」

(
刷
渓
順
芯
和
上
追
悼
論
文
集
編
纂
委
員
会
『
桐
渓
順
忍
和
上
追
悼
論
文
集
』
探

究
社
一
九
八
六
所
以
)

金
子
大
栄
『
教
行
信
証
講
義
信
証
巻
』
春
秋
社
一
九
八
一
年

H

疋
山
忠
覚
『
本
典
研
鏑
集
記
』
永
田
文
相
堂
一
九
三
七
年

赤
沼
知
H

善
・
山
辺
習
学
『
教
行
信
証
講
義
教
行
の
巻
』
法
蔵
館
一
九
五
一
年

赤
沼
知
口
普
・
山
辺
宵
学
『
教
行
信
証
講
義
信
証
の
巻
』
法
峨
館
一
九
五
一
-
年

赤
沼
知
日
普
・
山
辺
習
学
『
教
行
信
証
講
義
真
仏
土
、
化
身
土
の
巻
』
法
蔵
館
一

九
五
一
年

星
野
元
豊
『
講
解
教
行
伝
説
教
行
の
巻
』
法
蔵
館
一
九
九
四
年

星
野
元
豊
『
講
解
教
行
信
証
信
巻
』
法
雄
館
一
九
九
四
年

星
野
元
盟
『
講
解
教
行
信
証
信
(
統
)
、
証
の
巻
』
法
蔵
館
一
九
九
四
年

星
野
元
豊
『
講
解
教
行
信
証
証
、
真
仏
土
の
巻
』
法
蔵
館
一
九
九
四
年

内
藤
知
康
『
顕
浄
土
真
実
行
文
類
講
説
』
永
田
文
H
H
堂

二

O
O九
年

日
疋
山
恵
覚
『
本
典
研
鑓
集
記
』
、
宗
学
院
編
永
田
文
相
堂
、
一
九
三
七
年

幡
谷
川
『
親
鴬
教
学
の
思
想
史
的
研
究
』
文
英
堂
害
賠
一
九
七
六
年

天
岸
浄
園
『
信
心
仏
性
』
平
成
二
十
一
年
度
専
精
舎
論
題

真
宗
仏
性
義
.
再
考

【
参
考
論
文
】

田
上
太
秀
寸
大
乗
浬
繋
経
に
お
け
る
仏
性
・
菩
提
心
・
一
間
提
の
問
題
」
(
『
宗
教
学

論
集
』
六
)

古
田
和
弘
「
『
浬
繋
経
』
か
ら
『
教
行
信
証
』
へ
|
仏
性
論
に
つ
い
て
の
覚
え
ま
目
|

(
『
親
鴛
教
学
』
四
四
)

村
上
速
水
「
真
宗
教
学
史
に
お
け
る
仏
性
論
義
の
回
顧
と
問
題
点
」
(
『
龍
谷
大
学
論

集
』
阿
O
四
)

神
子
上
恵
龍
「
真
宗
仏
性
論
の
諸
説
と
批
判
」
(
『
真
宗
学
』
十
三
・
十
四
)

桐
渓
順
忍
「
真
宗
仏
性
論
L

(

『
真
宗
研
究
』
附
)

藤
哲
哉
「
真
宗
仏
性
論
の
研
究
L

(

『
宗
学
院
論
集
』
七
二

普
賢
大
岡
「
親
駕
聖
人
の
仏
性
論
に
つ
い
て
」
(
『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
四

l
一)

神
チ
上
恵
加
「
親
縛
型
人
の
仏
性
説
」
(
『
真
宗
学
』
七
・
八
)

幡
谷
明
「
真
宗
教
判
論
序
説
|
仏
性
論
を
中
心
と
す
る
一
考
察
L

(

『
大
谷
学
報
』
五

十
五
|
一
二
)

藤
哲
哉
「
真
宗
仏
性
論
の
研
究
」
(
『
宗
学
院
論
集
』
七
十
二

三
明
智
彰
「
親
驚
に
お
け
る
見
仏
性
の
怠
義
」
(
『
真
宗
研
究
』
三
十
二

三
明
智
彰
「
信
楽
と
仏
性
|
『
教
行
信
証
』
信
楽
釈
に
お
け
る
『
浬
繋
経
』
の
文
の

必
義
|
」
(
『
親
驚
教
学
』
六
十
六
)

前
回
毒
雄
「
親
鴛
に
お
け
る
仏
性
論
」
(
『
印
度
哲
学
仏
教
学
』
二
十
二
}

柳
父
正
信
「
真
宗
仏
性
論
の
一
考
察
」
(
『
竜
存
教
学
』
十
)

武
田
晋
「
真
宗
仏
性
論
の
一
視
点
」
(
『
真
宗
学
』
一
一
五
)

桐
渓
順
忍
寸
親
鴛
聖
人
の
真
如
観
」
(
『
龍
谷
大
学
論
集
』
三
六
五
・
三
六
六
)

桐
渓
順
忍
「
真
宗
如
来
観
の
特
異
性
」
(
『
龍
谷
大
学
論
集
』
三
五
一
)

普
賢
保
之
「
親
驚
の
如
来
観
」
(
『
真
宗
学
』
一

O
九
・
一
一

O
)

岡
正
純
「
弥
陀
仏
身
論
の
考
察
」
(
『
真
宗
学
』
六
五

青
山
法
械
『
『
唯
信
紗
文
意
』
型
作
の
背
景
に
つ
い
て
』
(
『
真
宗
学
』
九
十
七
・
九

十
八
)

天
岸
浄
園
「
親
驚
聖
人
の
仏
性
論
導
入
の
意
図
に
つ
い
て
|
『
唯
信
紗
文
意
』
「
極

楽
無
為
川
繋
界
」
の
匂
を
巾
・
心
に

l
」
(
『
行
伝
学
報
』
二
十
二
)
一
一
一一一



一
一
四

梅
林
久
高
「
『
唯
信
紗
文
怠
』
を
め
ぐ
っ
て
」
(
『
真
宗
研
究
』
四
七
)

門
川
徹
真
「
『
唯
信
紗
文
意
』
の
書
誌
学
的
研
究
|
流
布
本
の
特
異
性
に
つ
い
て
」

(
『
真
宗
研
究
』
四
五
)

浅
井
成
海
『
親
驚
に
お
け
る
共
生
の
思
想

l
特
に
一
切
有
怖
の
救
い
に
つ
い
て
』

(
『
日
本
仏
教
学
会
年
報
』
六
十
四
)

徳
永
道
雄
「
親
購
の
草
木
国
土
悉
皆
成
仏
に
つ
い
て
」
(
『
宗
教
研
究
』
二
八
三
)

宮
本
正
尊
「
「
草
木
岡
土
悉
皆
成
悌
」
の
悌
性
論
的
意
義
と
そ
の
作
者
」
(
『
印
度
学

仏
教
学
研
究
』
一
八
)


